
日 時：令和8年1月26日(月)9:45～16:00 受付9:30～

場 所：琉球オリオンホテル那覇国際通り(那覇市安里1-2-21)

対 象：行政機関(国・県・市町村)、観光協会、観光関連団体・事業者 等

申込期限：令和8年1月19日(月）17：00まで

申込方法：Microsoft Forms
右記2次元コードの申込フォームよりお申込みください ＞＞

OCVBホームページ内の開催のお知らせからもお申込みできます。

【HUG 体験】

講師：日本赤十字社沖縄県支部
救護係長 防災教育指導者 井上 稔之 氏

【セミナー】

講演① 跡見学園女子大学 教授 鍵屋 一 氏

令和7年度 観光危機管理体制構築支援事業

観光危機管理計画・BCP策定支援セミナー

【お問い合わせ】
〒901-0152 沖縄県那覇市字小禄1831番地1 沖縄産業支援センター2階
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー 総務企画部 総務企画課 危機管理チーム
TEL：098-859-6126 E-mail：kikikanri@ocvb.or.jp

※ＨＵＧ(避難所運営ゲーム)を体験して避難者の受入を
シミュレーションし、避難者受入のあり方について考えます

大規模な地震や津波が
発生したときの

観光客対応への準備は
万全ですか？

危機対応マニュアルや
ＢＣＰの策定後、実効性
を検証していますか…？
一緒に解決に向けて検討

しませんか？

※2名の講師による観光分野における危機管理計画・BCPや
災害フェーズ毎のチェックポイントなどについて講師の
実体験に基づいた講演やトークセッションで解説します

講演② (一財)危機管理教育＆演習センター 監事
元東京ディズニーランド 防火管理者
石井 修一 氏

※詳細は裏面をご覧ください

講演① 講演②



【ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）】

内 容構 成

・災害への備えで災害の種類やその対応を考える。

・１グループ６名程度のグループに分かれて行うグループワーク。
被災して避難してきた避難者を避難所で受入するための体制や
方法等をシミュレーションします。

※注意事項
当避難所運営ゲームは、地域住民等が避難所へ避難してきた場合の対応を主として
おり、観光施設等での観光客(旅行者)対応に特化している訳ではありません。

ＨＵＧ
（避難所運営ゲーム）

講師：井上 稔之 氏

・ＨＵＧで体験した内容をふりかえりながら説明・解説し、減災
や自助・共助・公助について考えます。

発表・総評

【セミナー】

内 容構 成

・観光は強用美のまちづくり
～観光と福祉と防災と～

・津波防災と観光客 ・「強用美」のまちづくりとは ・能登半島地震の災害状況
・なぜ私たちはそなえられないのか ・行政の役割と事業者の役割
・宿泊施設が住民を守り、復興を支える

講演①
講師：鍵屋 一 氏

・事業者に求められる災害ﾌｪｰｽﾞの対応とﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ
～「知ってる」を「できるに」！備えた分だけ憂いなし～

・テーマパークの事例からイメージの共有
・災害フェーズ毎の対応とチェックリスト

講演②
講師：石井 修一 氏

講演者の実例を基にした内容を
とおして得られる 「災害への備
え」や「災害フェーズにおける対
応等」について再確認し、現行計
画等のブラッシュアップや新規計
画策定、各種マニュアルなどの再
考に資する機会とします。

「避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」を用いて、行政
や事業者に求められる避難者の受け入れ態勢や起こ
りうる事象への対応について、グループワークをと
おして考え、現行計画等の見直しに必要な「気づ
き」を得る機会とします。

※プログラムは都合により変更になる場合がありますので予めご了承ください。

鍵屋 一 氏
跡見学園女子大学教授

石井 修一 氏
(一財)危機管理教育＆演習ｾﾝﾀｰ 監事
元東京ディズニーランド 防火管理者


